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 本論文は、平安後期に成立した三編の中・長編物語、『狭衣物語』『浜松中納言物語』『夜

の寝覚』の主題と方法に関する考察を通して、三物語の作品世界を分析し、その物語史に

おける位相を見定めようとしたものである。とりわけ、そこに取り込まれている、不如意

な恋と救済を求める精神の関係について、三物語の類似した関係と状況を共時的に取り扱

いつつ、分析を試みた。 

 これらの三物語は、いずれも不如意の恋と救済を求める精神の間の拮抗する関係を取り

上げている。後期物語における、不如意な恋の成就に執着しつつも、その一方では絶えず

道心に拘りつづける求道の精神は、『源氏物語』における恋と道心の拮抗関係を意識しつつ

描かれたものであろう。『源氏物語』においては、宗教的側面に止まらず、政治的・社会的

側面からの視点をつうじて、人間の精神の希求が生み出す様々な感情の葛藤まで語りつく

されていた。だが、『源氏物語』における精神的追究は、後期物語においてはそれ以上深化

と進展を見せず、後期物語特有の内面の深化という形で新しく受け継がれている。後期物

語の主人公たちは擬制的なタブーの意識を有しつつ、観念的に道心を求めているのである。

これらの物語における道心を抱く人物たちは何を追求し、物語は彼らに何を語らせようと
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したのであろうか。 

 それを考えるには、従来の内向性と美的理念に拘る後期物語への評価から離れ、救済の

願望を抱きながら不如意の恋に執着する精神とそれによって支えられている作品世界が、

どのようなものであるかを捉え直してみることが必要となるのである。 

 本論文はこうした問題意識と関心に基づいて論述したものである。特に、後期物語にお

ける人物関係は、類似した関係と状況において繰り広げられている。したがって、本論文

では、『狭衣物語』『浜松中納言物語』『夜の寝覚』の三物語に取り込まれている、類型的な

状況における類似した関係を取り出して分析することにより、それらの描き出した後期物

語の世界を位置づけ直す。それには、後期物語以前の段階で恋と道心の関係がどのような

かたちで存在したのか、またそれが後期物語ではいかに受け継がれているかを確認する必

要があり、また、いかなる背景において、そのような変貌を遂げたのかという点について

も考察しなければならない。 

 このため、第一章では、三物語における出家した女と道心を抱く男たちの関係を取り出

し、類型的な人物関係を生み出す類型的な状況を同時に考察することによって、『源氏物

語』における道心と愛執の関係が、後期物語の中で対立と葛藤を越えて展開されているこ

との意味を指摘した。 

 『源氏物語』における源氏と藤壺、源氏と女三の宮、薫と浮舟らの関係は、『狭衣物語』

と『浜松中納言物語』にあっては、出家を志す狭衣と、狭衣の執着に動揺せず、毅然と尼

の生活を送る女二宮、尼になった左大将の大君を還俗させず、心清く世話する浜松の中納

言と、彼の庇護を受けつつひたすら仏道修行に励む尼姫君、というぐあいに、女側が男の

誘惑に動揺せず仏道による救済を強く求めるか、または、共に仏道に励む調和の関係とな

る。こうした関係は、あやにくな宿世を顕現させつつ、恋の不如意を形作る一形態であっ

た。本章では、こうした関係を対比的に論じることによって、道心を求める主人公たちに

あやにくな宿世に対する憂愁の意識が観念化していくあり方を明らかにした。 

 第二章では、平安物語の昔物語的類型が後期物語の中にいかに受け継がれて、憂愁の意

識といかに結合していくかを、類似した状況に置かれた女君たちをつうじて考察した。す

なわち、『伊勢物語』に始まる、男の垣間見による婚姻譚が、三物語において主人公たちの

あやにくな宿世とどのように絡んでいくかを明らかにした。 

 対象となる人物は、『狭衣物語』の飛鳥井女君と、『浜松中納言物語』の吉野の姫君、『夜

の寝覚』の寝覚の上である。これらの人物たちは、すでに想いを寄せていた相手のために、
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現在強引に求愛してくる男を強く拒む。ここでは男女主人公たちのあやにくな宿世が、こ

うした類似した状況を通して表されていることの意味を検証した。後期物語は『源氏物語』

における結婚拒否の主題を、こうした略奪婚のヴァリエーションの中で取り扱っていたわ

けである。身分違いやあやにくな恋の関係によって自意識を獲得していく女性側と、それ

に応ずる男性側の反応及び男の類型によって、後期物語が独特であやにくな恋の世界を繰

り広げていることを確認できた。 

 第三章では、あやにくな恋を取り扱う『夜の寝覚』と『住吉物語』の関係を分析した。

従来あまり論じられてこなかった、あやにくな恋をめぐる両物語の類似関係について検証

し、その意味を再評価した。ここでは、恋の不如意が、男女主人公のあやにくな関係によ

って繰り広げられていくあり方とその意味を、『夜の寝覚』の中に散見する『住吉物語』の

影響を見届けることによって述べた。 

 『夜の寝覚』と現存本『住吉物語』は、共通して姉妹が結婚相手として取り違えられる

設定を取り込んでいる。すなわち、『住吉物語』の男君が宮腹の姫君に恋していながら、継

母のたくらみによって三の君と結婚する設定と、『夜の寝覚』に見える、姉妹が行き違いや

誤認によって取り違えられる設定は極めて類似している。そこで、本章では、両物語の類

似性の意味について考察を加え、両作品の平安物語史における意義を再検証し、後期物語

としての『夜の寝覚』の独自性を確認した。なお、古本『住吉物語』が散逸している現時

点では、鎌倉時代に改作された現存本をつうじて『夜の寝覚』との関係を論じるしかなく、

この作業は、現存本『住吉物語』の根幹となっている筋が古本とほぼ同様であり、現存本

はすべて同一祖本から派生したものと見る立場に依存した上でのものとなる。 

 第四章では、『夜の寝覚』と『浜松中納言物語』の男女主人公像の造型と性格が、対比的

であることの意味を述べた。『夜の寝覚』と『浜松中納言物語』は、いずれもあやにくな恋

の関係を取り上げていながら、前者はヒロイン寝覚の女君の成長を語る女の物語としての

特質を持ち、後者は浜松の中納言の薫につらなる本性が、複数の女君たちとの関係の中で

際立つ作品である。特に、『夜の寝覚』における男主人公の理想性後退は、女の物語として

の『夜の寝覚』の構造を支えるものとなっている。本章では、女の物語としての『夜の寝

覚』を、男の物語としての『浜松中納言物語』と対照・比較して論じた。両物語における

ヒロイン性と主人公性がいかなる方法によって引き出されているかを、『無名草子』の批評

を手がかりに検証し、あやにくな恋の関係を取り扱う物語の論理に迫った。 

 第五章では最終的に、本論文の第四章まで論じてきたことを踏まえつつ、『狭衣物語』
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『浜松中納言物語』『夜の寝覚』の世界を成り立たせる、不如意な恋の成就と救済を求める

精神の関係とそれを支える物語の構造に関して述べた。三物語の主人公たちはいずれも不

如意な恋による憂愁のため道心を抱え、仏道による救済を求める。しかし、彼らの憂愁と

道心は源氏と薫におけるそれとは異なる意味を持つ。それが、物語の擬制的で内面的なタ

ブーの意識とどのように関わっていくのかを検証した。そして、三物語は、憂愁と道心と

いう時代的な精神を背景にして、救済を求めながらも「我」に執着し「我」を追求する人

間の有り様を、あやにくな宿世の方法を用いて繰り広げていることを指摘した。 

  

 以上のような分析を通して、本論文では、平安後期の三物語における、不如意の恋と救

済を求める精神の関係及びそれを支える物語の構造を、時代の憂愁を受け止めつつも「我」

を生きていく人間という観点から捉え直した。それにより、観念的な求道の精神の裏側か

ら、憂愁の時代を生きつつも、「我」と「我」の属する現実に対して強く執着する時代の申

し子の存在を確認することができた。こうした考察を行うことが、後期物語の内向的な世

界を見つめる視点を新しく提示することにつながってゆくと思う。人間は、時代の思考の

枠組みによって規制された、時代の申し子であることから不自由である。時代は、「我」へ

の執着を持つそれぞれの人間によって形作られるものであり、人間はその時代の憂愁から

解き放たれることを絶え間なく求めるのである。 


